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第5表　　収　　量

球 茎
区　　　名

生　　　　　　　子

1球平均重 肥大率 a当り全重 同比率 1株着生数 a当り着生数 1球平均重

F 倍 毎 喀 球 球 ダ

5 7 2 ．5 2 ．2 7 1 7 7 4 6 5 ．0 1．4 8 8 7 4 ．1

4 1 鼠 7 2 ．d 4 1 9 9 9 7 5 ．2 5 ．5 1，6 6 7 5 ．5

4 0 8 ．8 2 ．5 0 1 9 5 ．8 7 1．0 1．9 9 8 5 5 ．6

4 4 8 ．5 2 ．7 5 2 1 2 ．8 7 ス 9 1．5 7 1 4 4 ．8

5 7 5 ．0 2 ．5 1 1 7 8 ．8 d 5 ．4 2 ．5 1，0 9 5 4 ．8

4 2 7 0 2 ．8 8 5 0 5 ．5 7 4 ．4 2 ．7 1，2 8 （～ 4．0

5 5 8 ．7 5 ．2 1 2 5 5 ．d 9 5 ．d 4 ．5 2 ．0 4 8 5 ，7

5 8 5 ．7 5 ．6 5 2 7 8 ．9 1 0 2 ．1 4 ．2 乙 9 5 2 8 ．0

5 5 7 4 5 ．8 2 2 7 5 ．1 1 0 0 占．9 5 ．2 8 4 占．2

a当り全車

lも　み　が　ら
無排水J

季宿　　燐
しもみがら情痴

排水鍔；≡
〔冨みがら燐芸

対照普通　畑

4　考　　　　　察

本試験では，転換畑においてコンニャクの多収を図

るため，燐酸を熔燐と過石で施し，有効燐酸を高めて

やると同時に，塩基性養分を富化し，酸性をき上う正

した。また，もみがらを施用して土壌孔隙を多くして，

作土の排水を高めた。更に排水と同時に地下水位を低

下させるための排水溝も設置し，土壌の理化学性を改

善した○その結果，燐酸，もみがらの施用効果が高く，

排水溝設置の効果も同様に認められ，燐酸施用の効果

が特に頭書であった。しかし，燐酸の効果については，

排水溝を設置しないため，飽水度の高くなった条件下

では，その効果は小さかった。

したがって，転換畑における燐感の肥効を高めるた

めには，排水を図るとともに地下水位を下げ，更に土

壌の理学性を改善し，コンニャクの根の機能を十分に

発揮できるような土壌環掛こしておくことが榎めて重

要である。

本試験の転換畑では，排水溝を設置したとは云え，

隣接水田の影響をかなり強く受けているため，土壌水

分もやや多い状態であった。それにもかかわらず，畑

地と同様，転換畑においても燐酸の高い効果が認めら

れたわけである○　しかし，その効果は畑地と同様，数

年持続するかどうかについては今後更に検討されなけ

ればならない。

岩手県北地方における短根ニンジン栽培技術確立に関する研究

第2報　ポリマルチ栽培における品種対播種期について

当日村善美・＊牛糞　明・＊＊高橋康利

（＊岩手県農業試験場県北分場・＊＊岩手県農業試験場）

1　ま　え　が　き

播種期の設定はニンジンの発芽温度（4～8℃）が

安定して見られる4月中旬を播毯早限とし，晩播は市

場価格が高値に経過する8月以内の出荷を目標として

5月20日前後に設定し，生育の解明と収量品質を検

討した。

2　試　験　方　法

試験場所　岩手県農試県北分場圃場

播種期　4月16日，2°日　5月10日，20日

供試品種　チャンテネーインプループド，向瘍5寸，

MS春播5寸

栽植密度　50×10（職　2，000扶メ
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施肥量（吻／且成分）N　2・2，P205　2・1，K20　2．0

一区面積，区制　　　1区15が，2区制

収摩期　播種後日数100，110，120日

5　試験結果及び考察

1　生育経過

各播種期とも発芽は良好であった。4月18日楢は

播種後異常低温が続き発芽が遅かったがその後の生育

は順調であった。果菜枯病の発生も少なく，各区とも

多収を示した。

草丈の推移はチャソテネーでは5月20日播は初期

より劣り，最終的にも劣った。他の品種も同様の傾向

であるが，晩播区は最終的に早楢に接近した。葉数の

推移は早播ほど上回るが，後期はほぼ同等の葉教とな

った0

2　播種後日数と生育

播種後周一日数の比較では早稀は初期の生育は遅れ

るが，後期の生育は旺盛である。5月20日播は90日

以降は停滞ないし減少する。

敬重の推移はチャソテネーでは根部の肥大は早いが，

生育後期の肥大は劣る傾向である。向揚5寸，M柑5

寸でも同様の傾向であるがチャンテネーほど著しくな

い。

5月中下旬格では生育盛期（播種後日数70～100

日）が8月の高温期に遭遇し，生育が抑制される。ま

た8月は黒葉枯病の発生も多く，時にチャンテネーは

影響を受けやすい。一方，早楢は棍部肥大は遅れるが

肥大盛期が適温下にあたり，在圃期間を長くすれば多

収をもたらす。

5　収量及び品質（第1図）

各品種の特性は次のとおりである。

○チャンテネーインプループド

5月20日播は肥大が不良で低収を示したが，早播

区の120日収健は総収量は劣るが上物収量はほは同等

であり，根部肥大の差は認められない。障害板の発生

では裂板の発生が多く，特に5月10日播が多い。

品質は皮目が小さく，形状揃いは最も優れている。

根色はやや淡く，収量の低い晩播区が劣る。また肥大

が進‾むにつれて肩部が露出する特性がある。

この品櫨は早播による多収性が認められる。

○　向虐5寸

チャンテネーより収量水準が高く，肩部の露出もみ

られず，上物率が高いことから，マルチ栽培適品種と

思われる。播種期による収量差が少なく，特に4月18

自席の120日収健が多収を示す。

品質は裂板その他障害根の発生が少ない。皮目はチ

ャンテネーよりやや大きいが根色が優れ肉部が多い。

播種期12　3　4　　12　3　4

播種後目数110日　　　　　120日

播種期1：Z　3　4

播種後日数1（カ日

1　2　3　4　　1

110日　　120日

播種期12　3　4　　12　3　4　　1

播種後日数100日 110日　　120日

第1図　a当り収量
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o MS春播5寸

多収性品種である。早播区は向陽5寸と似るが，晩

格の110日収塵では肌が粗く，皮目が大きくなり品質

は劣る。障害根では裂根とともに叉根の発生が多い。

品質は向腸5寸と税形が似ているが皮目が大きい。

また収腰期が遅れると根形がくさび形となり，肌が粗

くなりやすい。

4　積算気温と生育（第2図）

○　発芽

5月10日播までは一定の積算気温を示し，播種～

発芽初までは100℃前後，播種～発芽揃は140℃前後

となっている。遅播ほど発芽日数の短縮が見られるが，

5月10日播（平均気温14・7℃）と5月20日播（平均

気温18・1℃）とは差が見られず，これは平均気温15℃

以上となっても発芽日数は短縮されないものと思われ

る。

根室の推移を見ると播種期の移動にかかわらず密接

な関係が認められる。したがって頗算気温を根部肥大

の指標とすることができる。周一生育日放では肥大の

差が見られ，椋算気温により根部肥大を推定し栽培の

計画化を行うことが適当と思われる。またこの場合，

播種からの起算が実際的と思われる。
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第　2　図　　積　算　気温　と　根重

0　収穫期の決定

各品種について収量2～5．5t／a水準で品質が劣化

せず最大収量となる積算気温を求めると，チャンテネー

では2・000～2，200℃，MS5寸は1．印0～2，000℃，向

陽5寸はその中間と思われ，年次による障害根の発生

の差に注意し，収嬢期を決定することが可能と思われ
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る。

4　要　　　　　約

○早播は根部の肥大盛期が適温下に当たり，旺盛な生

育を示し，多収をもたらす傾向である0

0綴算気温と根部肥大は密接な関係が認められ，栽培

期間の決定に当たり，積算気温は重要な指標となり得

る。

0枚都の肥大，市場価格より岩手県北部における有利

な播種期は，チャソテネーで4月中～下旬，向陽5寸，

MS5寸は4月中～5月上旬ころと思われる。

薬用ニンジンの連作障害除去に関する研究

一根腐病の防除について一

神　林　哲　夫

（福島県園芸試威場会津試験地）

1　ま　え　が　き

本邦で薬用ニンジンの栽培が行われるようになって

から，およそ250余年を経過するが，古くから同じ畑

で連作あるいは再作ができないといわれてきた。近年，

この原因は，板腐病やネコプセンチュウ・ネクサレセンチュウな

ど，土壌微生物が関与していることがほぼ解明され，これ

らの防止対策が進められている。そこで，ここでは主に板

腐病の防除法について一応の成果を得たので報告する。

2　試　験　方　法

1　各種土壌くん蒸剤の処理効果

90×90の刀の木枠内の土壌に，前年被害がみられた

汚染土壌を接種した。その後，ドロクロール，NCS及

びD一刀の各土壌くん蒸剤を常法により処理し，ポリ

エチレンフィルムで被覆を行って，10日後にガス抜き

のため耕うんした。次に，1枠当り150本（は種100

枚，1年生笥移植50本）を植え付けして，地理2年

後に掘取り調査を行った。

2　ドpクロールの土壌別処理効果

産地の土壌は，大別して火山灰士風　重粒士風　水

田土壌の5つあるが，土壌の種類の違いによってドp

クロールの地理効果に差がある．かどうか検討した。供

試士風まそれぞれ現地から運び，処理は1とほほ同様

にして枠武威を行った。

5　ドpク。・一一ルの地理方法

根腐病に有効であるドロクロールを供試して，この

処理方法について検討した。

武一1

ドロクロール5しシ50×50m，深さ20m，

ドロタロ・－ル5cc．40×50（洞，深さ15cm，25cm

2段注入，

NCS SCC／七〇×50（Ⅶ・深さ20（潤，

無処理

地理時期及び方法，44年9月，所定の深さに

逸理後，直ちにポリュチレンフィルムで被達し，

10日後にガス抜きを行った。

武一Ⅱ

ドロクロール5cc丞0×50の〝，深さ20の刀，1回

ドPクロール8cc／勺0×50（邪，深さ20‘切，1回

ドロクロール5cc／50×50（か深さ20cm・2回

無処理

払理時期及び方法

1回処理，48年9月20日

2回処理，48年8月25日，9月20日，

処理後ポリェチレンフィルムで被覆し，14～

18日後にガス抜きを行った。

5　試験結果及び考察

1　各種土壌くん蒸剤の地理効果

供試した土壌くん蒸剤の中で，板腐病には第1表の

ようにドロクロールの効果が高く，D－D及びNCS

は防除効果がやや劣った。

ネグサレセンチュウにはNCSが有効であり，次いで

ドロクロールもやや効果が認められた。しかし，D－

Dは効果が低かった。

以上のことから供試した各土壌くん兼剤は，土壌病

害虫の種類によって選択的な効果が認められる○　した

がって，実用的にはあらかじめ対象病害虫を検知した


